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松原二丁目

学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針
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行

門司みなとまつり
「帆船・みらいへ」

新規導入機器の紹介

るようになっています。さらに撮影した画像は無線通
信でタブレット端末に送信され、専用のアプリがあれ
ばタブレット端末での利用が可能です。画像はタブレッ
トだけでなくオンライン上でも画像の保存ができるよ
うになっています。
　今後は病院だけでなく、色々な施設で見かけるよう
になるかもしれません。　　　　　　 （臨床工学科）

　今年度、新しく導入したモバイル超音波診断装置 
Viewphii USについて紹介します。
　従来の一般的な超音波診断装置は80キロを超える
大型のものがほとんどで、値段も非常に高価格、そ
のため気軽に使えるようなものでもありませんでした。
しかしViewphii USは本体のプローブ(165g)とタブ
レット端末で構成されており、小型かつ軽量です。そ
のため従来の病院内の検査室以外の外来や病棟、病
院外の在宅・訪問診療、救急など場所を選ばず使え

透析室で実際に使用して穿刺を行う様子Viewphii US

S h i n k o m o n j i  H o s p i t a l

手には技術　頭には知識　患者には愛を

2022.7
Vol.62

ご自由に
お持ち帰り下さい

新小文字病院

V
o
l.62

新規導入機器の紹介
臨床工学科

医療法人・新田医院
かかりつけ医32

春の行事食 
お花見御膳

１階にデジタルサイネージを導入
ＩＴ企画室

感染リンクスタッフの取り組み
感染リンクスタッフ会　岡本真美

最新の下肢静脈瘤治療
血管外科兼循環器科部長　山田英明



　

下
肢
の
症
状
を
有
す
る
一
次
性

下
肢
静
脈
瘤（
伏
在
静
脈
瘤
）の
方
。

（
静
脈
の
弁
自
体
が
壊
れ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
も
の
）

　

た
だ
し
、深
部
静
脈
血
栓
症（
例
：

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）や
血

栓
形
成
が
さ
れ
や
す
い
素
因（
例
：

悪
性
腫
瘍
、
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候

群
）等
が
な
い
方
が
該
当
し
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
か
ら
保
険
適
用
と

な
っ
た
治
療
法
で
す
。
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
と
同
様
に
低
侵
襲
な
治
療

法
で
短
期
間
の
入
院
で
行
え
ま
す
。

局
所
麻
酔
で
行
う
こ
と
が
可
能
で

エ
コ
ー
を
用
い
て
血
管
内
に
レ
ー

ザ
ー
フ
ァ
イ
バ
ー
を
通
過
さ
せ
静

脈
瘤
の
元
と
な
る
病
変
を
焼
灼
す

る
こ
と
で
根
治
を
目
指
す
治
療
法

で
す
。

　

以
前
の
レ
ー
ザ
ー
波
長
9
8
0

nm
と
比
較
し
、
当
院
で
使
用
し
て
い

る
波
長
1
4
7
0
nm
は
血
管
壁
の

周
囲
組
織
に
ま
で
熱
伝
導
が
伝
わ

る
こ
と
が
少
な
く
、
熱
傷
の
よ
う
な

●
下
肢
静
脈
エ
コ
ー
検
査

　

確
定
診
断
の
た
め
に
必
要
な
検

査
で
す
。
静
脈
弁
が
壊
れ
て
い
る

こ
と
を
検
出
す
る
検
査
で
す
。

　

女
性
は
男
性
に
比
べ
て
２
倍
以

上
多
く
、
下
肢
静
脈
瘤
治
療
を
受

け
た
患
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
や
立
ち
仕
事
な
ど

慢
性
的
に
下
肢
静
脈
の
負
荷
が
か

か
る
方
に
多
く
、
ま
た
身
内
で
静

脈
瘤
が
あ
る
方
に
多
い
で
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
と
は
長
年
に
わ
た

り
静
脈
に
負
荷
が
か
か
る
こ
と
で
、 

心
臓
に
血
液
を
返
す
た
め
に
重
要

な
静
脈
弁(

扉
）が
壊
れ
て
し
ま
っ

た
病
態
を
言
い
ま
す
。

　

下
肢
の
瘤（
こ
ぶ
）が
な
い
方
で

も
、
下
肢
の
だ
る
さ
や
む
く
み
、
鈍

痛
、
つ
る
と
い
っ
た
症
状
を
は
じ

め
、
足
裏
の
感
覚
が
左
右
で
異
な

る
、
足
の
色
が
悪
い
な
ど
の
症
状

が
あ
り
ま
す
。
特
に
専
門
科
の
医

師
で
な
い
と
見
落
と
し
が
ち
な
も

の
と
し
て
、
瘤
が
目
立
た
な
い
下

肢
の
む
く
み
や
炎
症
を
来
す
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
皮
下
脂
肪
が
厚
い
方
や

瘤
を
形
成
す
る
前
に
皮
下
の
む
く

み
が
先
行
す
る
よ
う
な
方
に
多
く
、

蜂
窩
織
炎（
ほ
う
か
し
き
え
ん
）と

い
う
感
染
症
と
誤
診
し
や
す
い
の

で
す
。

　

特
に
下
腿
前
面
の
皮
膚
が
固
く

変
色
し
て
い
て
、
む
く
ん
で
い
る

よ
う
な
方
は
要
注
意
で
す
。

●
下
肢
静
脈
単
純
C
T
検
査

　

造
影
剤
を
使
用
せ
ず
静
脈
瘤
の

形
態
が
描
出
可
能
で
治
療
の
た
め

に
必
要
な
検
査
で
す
。

最新の下肢静脈瘤治療

　

足
の
症
状
で
困
っ
て
い
る
場
合

に
は
血
管
外
科
外
来
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

治
療
後
５
年
間
で
の
治
療
成
績

は
従
来
の
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術

と
同
等
で
約
９
割
が
治
療
成
功
例

で
し
た
。

　

合
併
症
に
関
す
る
比
較
で
は
従

来
の
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
よ
り
も

疼
痛
や
皮
下
出
血
な
ど
の
合
併
症

が
血
管
内
レ
ー
ザ
ー
治
療
で
は
少

な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

下肢の「むくみ・つる」が最新のレーザー治療で良くなる可能性があります

（下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術ガイドライン2019）

か し じょう みゃく りゅう

血管外科 兼 
循環器科 部長

所属学会・資格

山田 英明

●医学博士 ●臨床研修指導医
●外科専門医 ●脈管専門医
●下肢静脈瘤血管内焼灼術実施医・指導医
●心臓血管外科専門医
●循環器専門医
●腹部大動脈ステントグラフト実施医
●胸部大動脈ステントグラフト実施医  
●日本血管外科学会認定血管内治療医
●浅大腿動脈ステントグラフト実施医

うっ滞性皮膚炎の症状

▲（伊藤孝明: 「うっ滞性潰瘍・下肢静脈瘤」. 皮膚外科学. 540-549. 2010. 秀潤社）

深部静脈

弁が壊れた静脈

伏在静脈
（弁の障害による逆流）

静脈瘤の発生

伏在静脈

正常な静脈

深部静脈

1999
2
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3.5

4

2002 2005 西暦（年）

患
者
数（
千
人
）

（厚生労働省の調査）

2008 2011 2014 2017

下肢静脈瘤の推計患者数
深部静脈血栓症(DTV)

肺血栓塞栓症(PTE)

EHIT(PASTE)

表在性血栓性静脈炎(STP)

神経障害

感染

疼痛

皮下出血

動静脈瘻

皮膚熱傷

色素沈着

 0.01%未満 ～ 0.1%未満

 0.01%未満 ～ 0.1%未満

 0.01%未満 ～ 10%未満

 0.01%未満 ～ 10%未満

 0.01%未満 ～ 10%未満

稀

 0.01%以上 ～ 10%未満

 1%以上 ～ 10%以上

稀

 0.01%未満 ～ 1%未満

 1%以上 ～ 10%未満

合併症 頻　度
◆
従
来
の
手
術
に
比
べ
て
低
侵

襲
で
合
併
症
が
少
な
い
治
療

で
あ
る

◆
日
帰
り
治
療
も
可
能
で
短
期

間
の
入
院
で
行
う
こ
と
が
で

き
る

◆
レ
ー
ザ
ー
治
療
が
行
え
な
い

小
さ
な
静
脈
瘤
は
外
来
で
注

射
剤
の
治
療
が
行
え
る

治療後
（治療の一例）

治療前

下
肢
静
脈
瘤
と
は

頻
度
や
特
徴

ど
う
い
っ
た

症
状
が
あ
る
の
か
？

ミルキング負荷

逆流時間が0.5秒を超える

下
向
き
の
波
形

（下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術ガイドライン2019）

③網目状静脈瘤 ④クモの巣状静脈瘤②側枝型静脈瘤①大伏在型静脈瘤

痛
み
や
し
び
れ
が
少
な
い
波
長
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

J Vasc Surg. 2010;
51: 4. 893-899

(出典：株式会社インテグラル)

ど
の
検
査
で

分
か
る
の
か
？

治
療
の
適
応
は
？

ま
と
め

従
来
の

ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
術

と
の
成
績
の
比
較

最
新
の
血
管
内

レ
ー
ザ
ー
治
療
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当
院
は
感
染
に
関
わ
る
院
内
の

活
動
と
し
て
感
染
対
策
委
員
会
、看

護
部
感
染
対
策
委
員
会
、院
内
感
染

制
御
チ
ー
ム
、院
内
抗
菌
薬
適
正
使

用
チ
ー
ム
の
４
つ
の
委
員
会
や

チ
ー
ム
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
決
定
し
た
事
項
は
感

染
対
策
ニ
ュ
ー
ス
や
委
員
会
の
場

で
伝
達
さ
れ
主
に
所
属
長
が
現
場

の
ス
タ
ッ
フ
に
周
知
さ
せ
る
と
い

う
対
応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か

し
令
和
２
年
の
４
月
にC

O
V
ID
-

19
の
ク
ラ
ス
タ
ー
病
院
と
な
り
、毎

日
保
健
所
か
ら
様
々
な
確
認
事
項

や
指
導
が
入
る
中
で
、院
内
の
ス

タ
ッ
フ
一
人
一
人
に
決
定
し
た
事

項
を
伝
達
す
る
こ
と
が
大
変
難
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
災

害
対
策
を
担
う
医
師
か
ら
毎
日
ス

タ
ッ
フ
を
集
め
て
伝
達
会
を
し
て

は
ど
う
か
と
の
助
言
を
頂
き
、感
染

リ
ン
ク
ス
タ
ッ
フ
会
の
立
ち
上
げ

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、以
前

と
比
較
し
て
伝
達
内
容
が
ス
タ
ッ

フ
へ
行
き
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。現
在
の
活
動
内
容
と
し
て
は
下

図
の
通
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
現
場
に
一
番
近
い

感
染
対
策
委
員
と
し
て
感
染
対
策

を
徹
底
し
、患
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
感

染
に
関
わ
る
安
全
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。感
染
リ
ン
ク
ス

タ
ッ
フ
は
ピ
ン
ク
色
の
腕
章
を
身

に
着
け
て
お
り
ま
す
の
で
感
染
に

関
す
る
質
問
が
あ
る
方
は
お
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

感
染
リ
ン
ク
ス
タ
ッ
フ
会　

岡
本 

真
美横型75インチ

4面ディスプレイ

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
導
入

縦型43インチ

日々の自部署のラウンドを実施し
感染対策が徹底されているか確
認・指導を行う

週１回の感染制御チーム
ラウンドへの参加

自部署の
手指消毒薬の
管理

スタッフの出勤時・退勤時のマスク
着用の確認と手指消毒の確認

自部署の
感染対策物品の
管理

2

月２回のリンクスタッフ
ラウンド（院内全体）の実施

毎月１回のリンクスタッフ会で感染対策委員会
の内容を確認、感染に関わる勉強会の実施、各
部署での今後の活動についての検討を行う

月曜日から金曜日まで毎朝院内全体の伝達
会を実施し内容を自部署へ伝達する1 2

3 4
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デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
は
、

「
電
子
看
板
」と
呼
ば
れ
、
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
度
開
院
40
周
年
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
当
院
で
も
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
を
導
入
し
、
診
療
体

制
や
お
知
ら
せ
を
よ
り
美
し
く
タ

イ
ム
リ
ー
に
表
現
で
き
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
た
。

　

正
面
玄
関
を
入
っ
て
左
側
に
あ

る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
：
横
型
75
イ
ン

チ
に
は
従
来
掲
示
し
て
い
た
外
来

担
当
医
師
一
覧
の
診
療
体
制
を
、

ま
た
、
縦
型
43
イ
ン
チ
は
手
洗
い

な
ど
の
衛
生
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
近

く
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
側
の
４

面
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
は
当
院
の
広

報
誌「
は
ー
と
to
は
ー
と
」等
の

様
々
な
情
報
を
は
じ
め
、
当
院
の

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
診
療
を
紙
媒
体
の
ポ
ス

タ
ー
に
て
掲
示
し
て
お
り
ま
す
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
掲
示
を
置

き
換
え
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

随
時
更
新
し
、
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

何
か
ご
不
明
な
点
や
ご
要
望
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
な
り
と
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

当
院
ご
受
診
の
際
、
ぜ
ひ
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
掲
示
内
容
も

楽
し
み
に
ご
来
院
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。　
　
　
（
I
T
企
画
室
）

１
階
に

感染リンクスタッフの
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ら
が
精
密
検
査
や
緊
急
時
の
医
療

な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
は
何

時
で
も
迅
速
に
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
り
、確
実
か
つ
丁
寧
な
診
療
で
そ

の
日
の
う
ち
に
診
療
結
果
の
ご
報

告
を
頂
け
る
こ
と
に
大
変
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。ま
た
新
小
文

字
病
院
に
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者

さ
ん
で
病
状
が
安
定
し
、か
つ
ご

希
望
の
あ
る
方
に
は
ご
紹
介
で
当

院
外
来
に
て
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
き
く
外
来
診
療
と

入
院
診
療
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
在

宅
医
療
と
い
う
第
３
の
選
択
肢
が

生
ま
れ
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
必
要
時

に
は
入
院
す
る
こ
と
は
当
た
り
前

で
す
が
、長
い
時
間
を
病
院
で
過
ご

す
の
で
は
な
く「
時
々
入
院
、ほ
ぼ

在
宅
」を
目
指
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。住
み
慣
れ
た
地
域
で
穏

や
か
に
長
く
過
ご
す
た
め
の
お
手

伝
い
を
す
る
の
が
在
宅
医
療
で
す
。

そ
し
て
、た
と
え
治
ら
な
い
病
気
で

　

新
小
文
字
病
院
よ
り
門
司
駅
方

向
に
車
で
４
分
に
位
置
す
る
当
院

は
来
年
で
開
業
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。時
代
の
変
遷
に
て
入
院
診
療
を

廃
止
し
平
成
28
年
よ
り
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
と
し
て
通
院
が
困
難

な
方
に
対
し
て
訪
問
診
療
を
開
始

し
ま
し
た
。現
在
で
は
外
来
診
療
は

午
前
中
の
み
、午
後
は
主
に
居
宅
へ

の
訪
問
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
地
域
の

皆
様
の
体
調
不
良
や
ケ
ガ
、生
活

習
慣
病
の
管
理
か
ら
、緩
和
ケ
ア

充
実
診
療
所
と
し
て
多
職
種
連
携

に
て
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
せ
る

よ
う
に
幅
広
い
診
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

外
来
の
み
な
ら
ず
在
宅
医
療
を

受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
、ま
た
当
院

が
嘱
託
医
を
行
な
っ
て
い
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
さ
ん

※当院の患者食は(株)トータル・メディカルサービスに委託しております

春
の
行
事
食

〒800-0025
福岡県北九州市門司区柳町2-7-11

093-371-5111
外科・消化器内科・肛門外科・緩和ケア内科

院 長

免許・資格

住 所

TEL

診療科

新田 智之
にっ た とも ゆき

・医学博士
・一般社団法人 日本外科学会 認定登録医
・日本がん治療認定医機構がん治療認定医
・日本緩和医療学会 緩和医療認定医
・日本医師会認定産業医
・協会認定エンドオブライフ・ケア援助士
・福岡県医師会認定総合医 (新かかりつけ医 )

● 木・土曜の午後、日曜日、祝日／休診● 午後は訪問診療

月診察・受付時間 火 水 木 金 土

8：30～12：00午前

午後 14：00～17：30

外来 外来 外来 外来 外来 外来

訪問
診療

訪問
診療

訪問
診療

訪問
診療

医療法人  新田医院

あ
っ
て
も
病
院
か
ら
ご
自
宅
に
帰

る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

病
院
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
い
る
医
療
連
携
室
、地
域
で

は
私
た
ち
の
居
る
医
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、役
所
や
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、調
剤
薬

局
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
、相

談
で
き
る
窓
口
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
さ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ホームページ https://nittaiin.com/

新
田
医
院

医
療
法
人

地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る「
か
か
り
つ
け
医
」と
し
て

かかりつけ医
紹介 32医

院
の
特
徴
と
特
色

在
宅
医
療
を

お
考
え
の
皆
様
へ

新
小
文
字
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て

患 者 さ ん の 声

い
ち
ご

豆
ご
飯

イ
ク
ラ
な
ま
す

道
明
寺
蒸
し

若
竹
煮

お花見御膳

現在、日本における魚の消費量は年々減少傾向にあります。今回、

提供した道明寺蒸しは魚の臭みを桜の葉と花の香りで消して食べやす

くしています。魚が苦手な方でも、魚の臭みを消す調理の工夫や盛り

付けの工夫を行うことで、より美味しく、食べやすくすることができます。

4月は桜にちなんで色鮮やかで華やかなメニューを提供しました。

また、グリンピースや筍、いちごなど春を感じる食材を使用しており、

患者さんからも喜びの声が多数ありました。

至門司港鹿児島本線
JR 門司駅

大里交番

ヤクルト
せき動物病院

九州鉄道記念病院

高田二丁目
バス停

高田二丁目
バス停

福岡銀行

門司郵便局

不
老
通
り

柳
中
央
通
り

大里戸ノ上

戸ノ上一丁目

至小倉

3

71

柳町三丁目

柳町二丁目

サンドラッグ

ゆめマート

門司駅前西

新田医院

ありがとう！
季節感あふれる昼食、

花見に行けない入院患者に
とって何よりの
薬になりました。

薄味だが美味しいです。
毎食完食です。

ありがとうございます。

動けぬ事のつらさを
忘れる様な心使いを

有難く感謝有るのみです。
有難う存じます。

入院していても、
季節を感じる事が出来る
お食事でとても美味しく

戴きました。
ごちそう様でした。

とってもおいしかったです。
ありがとうございます。
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